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経営企画監： それでは，ただ今から，「平成28年度第３回広島県総合教育会議」を開催いたします。

はじめに，湯﨑知事より御挨拶を申し上げます。 

湯 﨑 知 事： それでは失礼いたします。平成28年度第３回広島県総合教育会議の開催に当たりま

して，一言御挨拶を申し上げます。皆様方におかれましては，大変御多用のところ御出

席を賜りまして，誠にありがとうございます。 

また，本日は２名の有識者の方に御出席いただいております。両先生におかれまして

は，公私とも大変御多用のところ，御出席を賜りましたことに対して，改めて御礼を申

し上げます。 

さて，本県では今年度，子供が育つ環境にかかわらず，県内全ての乳幼児に，育みた

い力の育成に向けた教育・保育が行われ，小学校以降の教育の基礎が培われるよう，新

たな計画の策定に取り組んでいるところでございます。案段階のものが本日の配付資料

になってございますけれども，間もなく，「『遊び 学び 育つひろしまっ子！』推進プ

ラン」という名称で，策定される運びとなっております。 

今後はこのプランの目指す姿の実現に向けまして，乳幼児期の子供に係る家庭，地域，

幼稚園・保育所・認定こども園など，様々な主体が，それぞれの役割を果たしながら，

「オール広島県」で取組を進めていくことが重要であると考えております。 

そのため，本日の会議では，有識者のお二人に専門的な見地からの御意見を頂きまし

た上で，知事部局と教育委員会が連携をいたしまして，いかに効果的にこのプランの施

策を進めていくかについて，御協議いただきたいと考えております。 

それでは，皆様におかれましては，忌憚のない率直な御意見を賜りますことをお願い

申し上げまして，御挨拶とさせていただきます。どうぞ，よろしくお願いいたします。 

経営企画監： 続きまして，本日お招きいたしております有識者の方々を御紹介させていただきます。 

慶應義塾大学環境情報学部 教授 今井 むつみ様でございます。 

今 井 教 授： よろしくお願いいたします。 

経営企画監： 広島大学大学院教育学研究科 教授 七木田 敦様でございます。 

七木田教授： よろしくお願いします。 

経営企画監： 続きまして，本日の日程について御説明いたします。お配りしております次第にござ

いますように，本日はこの後，七木田先生，今井先生から，意見発表をしていただきま

す。そして，お二人にも御参加いただきまして，「乳幼児期の教育・保育の充実につい

て」をテーマに協議を行っていただきたいと考えておりますので，よろしくお願いいた

します。なお，本日の協議に関連する資料につきましては，参考資料といたしましてお

手元に用意いたしております。適宜御参照いただければと思います。 

それでは，ここからは湯﨑知事に進行していただきたいと思いますので，よろしくお

願いします。 

湯 﨑 知 事： それでは，よろしくお願いいたします。早速ですが，本日御出席いただきましたお

二人の先生方から，発表をお願いしたいと思います。 

はじめに，広島大学大学院 七木田先生から御発表をお願いいたします。 

七木田教授： 今日はこのような席にお招きいただきまして，ありがとうございます。ただ今，知事

のお話にございましたように，広島県では「『遊び 学び 育つひろしまっ子！』推進

プラン」ということで，この推進プランの策定に，今日いらしていただいています今井

先生と一緒に関わってきました。 

今日は，このプランの実行のためにどうすればいいか，あるいは幼児教育の充実のた

めに広島県はどうすればいいかということについて，テーマを絞ってお話しさせていた

だきます。よろしくお願いいたします。 

お手元の資料と，前のスクリーンを見ていただければと思います。 

三つ，お話をさせていただきたいと思います。お手元にございます推進プランの中で，

可能性と課題について，お話をさせていただきたいと思います。 

二点目は，テーマを絞らせていただきまして，保育所あるいは幼稚園・認定こども園

から小学校への接続というのは，非常に大きいテーマになるに違いないと考えておりま

す。そのために是非，関係の方々は，そこに重点を置いたような施策を充実させていた

だきたいなと思います。 

三点目は，広島県のみならず，日本全国で幼児教育あるいは保育の重要性，後の教育

に及ぼす影響ということを広く研究されだしてきております。先進県では研修の充実の

ために，いろいろな施策を実施したり工夫をしたりしております。それを紹介させてい

ただいて，広島県の何らかの有効な方向性を示せればいいかなと思っております。これ
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ら三点について，お話しします。 

幼稚園・保育所・認定こども園でございますが，幼児教育というと，皆さん，頭の中

が点々々となるに違いないと思います。なぜかというと，皆さん，幼稚園・保育所を結

構経験されていると思いますが，既に卒園してから随分時間がたって，どんなものがあ

ったかというのが全然記憶にない。でも，少なくとも大学教育あるいは高校教育であれ

ば，すぐに思いついたと言われるかもしれない。幼児教育になると何だっけという話に

なるかもしれません。 

幼児教育・保育で，それ以降の小学校教育と一番違うのは何かというと，教科書があ

りません。ただ，教科書がないので何を教えてもいいかというとそうではなくて，「幼

稚園教育要領」というのを，幼稚園のために文部科学省が出しています。「保育所保育

指針」というのを，厚生労働省が出しております。この度は認定こども園ができますの

で，「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」を内閣府を中心として，そういう保育

の中身については10年に１回ずつ改訂して出しています。この度，平成30年から新しい

ものが出ることになっております。 

中身はこの５つの柱（環境，表現，人間関係，健康，言葉）で幼児教育・保育，実は

幼稚園・保育所は入れ物が違いますが，目指す方向性はできた当初からずっと一緒でご

ざいまして，日本の場合は，この５つの領域で乳児・幼児を育てていこうということで

一致しております。認定こども園もそうです。私は，この５つの領域は随分考え抜かれ

た教育の柱，保育の柱だなと考えております。お隣の中国に行きますと，これに科学知

識とか，韓国に行きますと，これに算数とか，いろいろ勉強の中身が入ってくるのです

が，日本の場合には，「環境」，「表現」，「人間関係」，「健康」，「言葉」という広い領域

の中で，子供たちを育てていくということになっております。 

この解説書というのがあります。実は教育要領はたかだか20ページくらいの薄い冊子

なのですが，解説書に至ってはこんなに厚いものになっております。中身を少し紹介さ

せていただくと，具体的に何をしようか，何を教えたらいいかということは，文言がご

ざいません。中はこのように，私に言わせると非常に抽象的なお話が書かれていて，こ

れが何を意味するかというと，どう教えるかは保育者の力量次第ということになって，

保育の枠組みは決まっていますが，保育の質という，これも大きく小学校以降の教育と

違っています。 

５つの領域は，人間の乳幼児期の成長の上でとても重要だということで，戦後ずっと

日本の幼児教育・保育は進んできております。０歳から５歳までというのは，保育で言

えば０歳から３歳まで，その上の幼児教育は３歳，４歳，５歳の教育部門でございます。

それを小学校につなげるということで，本県は日本一の教育県を目指すということであ

りますから，小学校以前のところの教育をどうするかというところに，私の言葉で非常

に申し訳ないのですが，やっと気付いていただいたという気持ちがあって，これも是非，

申し上げなければと思います。 

先ほど，平成30年に新しく教育要領・保育指針が変わると申し上げました。10年に１

回変わるのですが，実はここで大きな変更点がございます。10個，新教育要領・保育指

針では新しい目玉としています。これが，これまでなかったことです。恐らく，幼稚

園・保育所・認定こども園では，これをどうしようかとなる。なぜこれが出てきたかと

いうと，先ほど御説明した５領域が非常に抽象的な内容で，５年間あるいは６年間をか

けて卒園まで教えて，なおかつ小学校１年生になったときに，この子たちはどういう子

供になっているか，小学校１年生としてどういう子供になっているか見えないという話

があったので，教育要領・保育指針では，新しい育つための姿，望ましい姿というのを

10個つくると，新しい教育要領では書かれています。 

スライドの赤い所を御覧ください。そこには「思考力の芽生え」，「数量・図形，文字

等への関心・感覚」，あるいは「言葉による伝え合い」ということが赤です。赤い所は

私が赤くしたのですが，これまでなかった。例えば学習，幼児教育では「学び」といい

ますが，そこへ新たに意味付けをして，ここがこれまで薄かったかもしれないので，こ

れについて保育者は意識的になってもらいたいということで，こういうものが増えたと

思います。 

小学校に向けての指導理念は，先ほど申し上げました５領域あります。これは何十年

変わらない日本の保育・教育力の流れですが，その後で平成30年までには，幼児期の終

わりまでに育ってほしい10の姿というのが，示されるわけでございます。この間のとこ

ろが，多分，現場の保育者は何をしていいのか分からないという状況ではないかなと思
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っています。５つの領域は，先ほど中身をお見せしたように抽象的で，何をしていいの

か分からない，力量に任せられているというところで，大勢の方が非常に困られている

のではないかなとも思います。 

その中で，こちらの推進プランで提案された広島県の計画というのは５つございまし

て，「豊かに感じ気付く子」，あるいは「思いっきり体を動かして遊ぶ子」，「遊びを創り

出す子」，「夢中でとことん遊ぶ子」，「心を通わせて遊ぶ子」というのは，恐らく，この

最終的に卒園するまでの10の姿と，あるいは幼児教育・保育が持っている５つの柱の，

間を取り持つ中身，コンテンツになるはずであろうと私は考えております。これは他県

にない。他県でも多分，先ほど申し上げましたように，みんな困っているわけですが，

他県にない方向性を示せているのではないかなと思います。ただ，その場合，今後考え

ていただきたいのは，それぞれの項目の関連性を具体的にどう示すかということを，関

係部局の所に明確に出していただくと，現場は混乱しないかなと思います。 

続いて，期待される効果です。保育の質は，恐らく向上するだろうと思います。具体

的に皆さんのお手元に推進プランの冊子がございますが，あるいは今申し上げたみたい

に，保育の資料が具体化する。今まで，とても抽象的で保育者の力量に任せられたとこ

ろがあるのですが，それが具体化して，指導においては役に立つに違いないと考えてい

ます。 

もう一つは，先ほど赤で示しましたように，言葉あるいは認知的な能力のところも重

点化されることによって，「学びに向かう力」と幼児教育・保育では言っておりますが，

学習そのものではなくて「学びに向かう力」を育成できると言っている。これは，諸外

国では「学びに向かう力」と言ったり，「学ぶための構え」と言ったり，「心理的な構え」

と言ったりして，勉強そのものではないのです。新教育要領・保育指針の勉強そのもの

をやると，発達段階に合わないかもしれない。その準備をどうするかということの効果

が，期待できるかなと思います。 

課題といたしましては，先ほど申し上げましたように，10の姿と，あるいはこれまで

の５領域との間を取り持つように，推進プランで示された５つのコンテンツとの整合性

を，今後しっかり吟味して現場に提示していただきたいと思います。プランの内容とか，

できれば指導モデルまで含めて，周知・徹底することが必要かなと考えております。 

もう一つは，これはまた後で申し上げますが，それに伴って研修をいかに充実するか

ということを考えていただきたい。その場合には，幼稚園・保育所あるいは認定こども

園のみならず，幼稚園・保育所から小学校への接続を考える場合には，小学校も一緒に

入れたような研修の充実というのが，必要とされるのではないかと思います。もう一つ，

実施運営のマネジメントを，どこまで，どのようにするかというところも，明確にして

いただきたいと思います。 

接続について申し上げます。小学校への接続は，先ほど申し上げましたように，「学

びに向かう力」の育成のために，とても重要なことだと思います。御案内のように，昔

は小１プロブレムと申し上げまして，小学校１年生のクラスがまとまらないということ

で，担任の先生がいながらも教頭先生が入り，時には校長先生も入りながら，小学校１

年生の授業を何とかしようという話がございました。 

一つ，例を申し上げます。１年生の授業というところで，ある町の例を申し上げます。 

Ａ町では，全町で新たに小学校１年生になるのは，平成25年で290人おりました。平

成26年で276人で，270人くらいのところで推移しています。その年ごとに，小学校に入

ってから何か課題がありそうか，あるかもしれないというお子さん方がピックアップさ

れております。それが，平成25年で67人，平成26年で72人，大体20％超くらいのお子さ

んが，ひょっとしたら小学校に行ったら課題があるかもしれないということで，事前に

要経過観察児童ということで挙がっております。 

これは非常に興味深いのですが，例えば平成25年でいくと，幼稚園・保育所から67人，

290人のうち67人が，小学校に入ってから駄目かもしれないということでマークがつき

ました。そのうち，小学校入学後15人は課題がなくなります。１年たつと52人残るので

すが，そのうち13人も課題がなくなる。課題がなくなることについては，様々な生活環

境の変化とか家庭環境の要因とか，いろいろな要因があるのですが，小学校にうまく適

応できていくお子さん方が，このくらいいるのです。 

問題は，幼稚園・保育所・認定こども園でチェックできなかった子供が，平成25年の

場合で新たに13人出てきます。それは，言い方は悪いかもしれませんが，新規の課題が

ある児童が，１年生の終わる段階で，これは幼稚園・保育所・認定こども園で誰も，課
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題がありそうだ，小学校へ行ってから勉強が大変そうだと思われないままというのが，

13人。これは，実は平成25年だけではなくて，Ａ町におかれましては，ずっと毎年これ

をやられていて，その都度，幼児期から小学校に，どういう子供がどのように変化をし

たかというのをやられています。平成25年で新たに13人が出ている。 

この13人の内訳を調べておりまして，13人の中，平成25年で見ると一番多いのが，学

業不振です。だから，勉強がこんなについていけないとは，幼稚園・保育所・認定こど

も園でも分からなかったという話です。数的に多いのは，おとなしい子供，集団を乱さ

ない子供。だから先生も気にしない，いいんじゃないかという子供が，その後小学校へ

入るとちょっと大変。本当におとなしくなって，発言もなくて勉強が停滞するという。

これは平成25年の例で御説明していますが，平成26年も大体同じような割合です。 

Ａ町の例を申し上げていますが，就学前，勉強がスタートする段階でもれてしまう子

供というのがいます。これはＡ町だけではなくて，恐らく他の市町でも同じような割合

でいるかもしれないです。それは，一番数字が多いのは，やはり学業不振だということ

です。もちろん幼児教育・保育では，勉強はどのくらい伸びるかというのをテストして，

検査してやるということは，教育内容からしてふさわしくないのでやっていないわけで

すが，多分それで，どうももれてしまう。そこに書いてありますが，学びの芽生えとか，

認知的課題に対する意欲とか，それに対する頑張る力みたいなところは，どうも事前に

チェックをするとか，先生のところで把握しておく必要があるのではないかなと思って

います。 

そのために，先ほど申し上げました，幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿にあ

る，正に思考力の芽生えとか，数量・図形・文字等への関心・感覚を，卒園する段階，

保育所を修了する段階で，どのくらいあるかというのを見ていてください。それが，小

学校に送るために，とても重要だということになっているのだと思います。 

私は，よく幼稚園・保育所の先生たちに研修する際には，子供の学習を幼児期から始

める必要は毛頭ない，それは発達段階に合った教育をすればいい。ただ，子供の学習に

対する感度ですよね。どのくらい受け入れられるか，それは押さえておこうと。特に，

この度の教育要領の改訂に伴って，そこが非常に重要なポイントになってくるので，こ

の学習に対する感度を押さえるということも必要になるのかなという気はします。その

ために，広島県の推進プランの５つの領域というのも，ここの感度をどうやって押さえ

るかというところが，一つの視点になればいいかなと考えております。 

幼稚園・保育所・認定こども園からは，事務的には保育要録といって，幼稚園・保育

所ではこうですよという情報が，例えば１枚の紙で小学校へ送られます。これは，ある

小学校で見せてもらって，３年間丸ごと，Ｂ４，１枚に書き込むという作業を，大変で

はないのかな，書けないことも一杯あるだろうなと思って見て，でも幼稚園・保育所の

先生方は一生懸命これを今の時期に書いて，小学校１年生へ送り出している。 

でも往々にして，これは小学校の校長室の金庫でございますが，金庫の中に入ったま

ま誰も見ない資料になっている。これは，実は笑えない状況でありまして，あれほど努

力したのに誰も見ない。校長先生に，なぜ見ないのですかと言ったら，「それほど重要

なので，やたら金庫を開けて先生に見せるわけにはいかない」と。でも，それを見ない

と，教育課程とか，この子に合った教育は何かというのがつかめない場合もあるのに，

そこに書いてありますように持ち出し禁止です。 

それは別に，ある特定の小学校と幼稚園・保育所にあるだけではなくて，例えば，こ

れは小学校のある市全部の校長先生に聞いたのですが，要録を見たことがあるかという

と，４割ぐらいしか見たことはないと。６割ちょっとは，見たこともないと言うのです。

見たことがあるというのは４割。金庫に入っているのは知っている。幼稚園・保育所か

ら来て，情報は知っている。でも，それを見たことがないと，正直にお答えになってい

る校長先生がおられます。 

ということで，これは同じように幼稚園・保育所からも，要録は送ったけれど多分小

学校では読まれていないだろうと思うかと聞くと，半分以上は「そうだ」と答えます。

幼稚園・保育所・認定こども園と小学校をつなぐ公的な書類は，保育要録ということに

なっていますが，このように，どうも形骸化している状況にあって，その場合に幼稚

園・保育所・認定こども園と小学校をどうつなぐかというのは，非常に大きい課題にな

っています。だから推進プランでも，是非そこはやっていただきたいと思います。 

諸外国の例を紹介いたします。例えば保育の先進国といわれているニュージーランド

では，こういう一人一人の保育の評価を，ドキュメンテーションという形でやられてい
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ます。もちろん幼児教育ですから，テストがあって，そこで点数を付けるというわけに

いかないので，子供が作成した絵を描いたものとか，子供が発した言葉みたいなのをき

れいにパンフレット状にして，一人１部ずつ作って，いつでも持っていけて，お母さん

もこれを見られて，あるいは小学校にもこれを渡す。小学校の先生がこれを見て，すぐ，

子供の様子が分かるということをやっています。 

隣のオーストラリアでも，似たようなことをやっています。これは正に楽しげで，い

ろいろな情報もあるのですが，オーストラリアでも，子供が遊び時間に拾った種という

のも，ちゃんとサンプリングしているわけです。これも学びの結果です。これは一人一

人，ファイルがずっとあって，これもニュージーランドと同じように，小学校へ接続す

る際に使うとおっしゃっていました。オーストラリアで面白いのは，保育というのは見

えないというのが言われていますが，保育の見える化ということをやって，今日１日何

をしたかというのを帰り際，お母さんが迎えに来るときに，１日あったことをビデオで

流しているのです。こういうことも多分，保育はなかなか何をやっているか分からない

ので，見える化をしているということがあります。 

スウェーデンでも，こういうファイルを作って，お子さん一人一人の状況を，ちゃん

と写真を選んでいるのです。これは，やはり子供の評価につながるのだと思います。 

幼児教育には評価が合わないとか，評価するべきではないという非常に古い考えをい

まだに持っておられる方が，中にはまだいます。私は，そうではなくて，活動は正当に

評価してあげる。ただ，そのための評価の仕方があって，こういう形の評価は世界中で

行われております。イギリスに行きましても，ここでもドキュメンテーションをもって，

子供の評価は，これについて記述的にしているとおっしゃっておりました。 

お隣の中国です。ここでも一人一人のファイルがあって，子供の評価をしている。中

国は，幼稚園と保育所が一緒になったような所で子供が昼寝をしていまして，そこで先

生たちが集まって話し合いをしていました。子供の評価を付けているのですが，その際

に，こうやってスマホを片手に。先生の記録なのにどうしてスマホが必要なのかという

と，中国はＩＴ化が非常に進んでおりまして，子供のドキュメンテーションも全部スマ

ホで済ませる。子供たちが一人一人，ここへ全部入っていまして，先生方は保育しなが

ら写真を撮って，そこにエピソードを記述している。それが全部たまって，先ほどの子

供の昼寝時間に，それをドキュメンテーションに書いているということをやっておりま

す。私は非常にびっくりしたのですが，先進的な活動をしています。 

さて，「学びに向かう力」をどう評価するかというと，今のようなドキュメンテーシ

ョンの評価というのがあって，こういうものは一部の所でやられておりますが，やはり

研修，トレーニングが必要で，幼稚園・保育所・認定こども園の先生方も，このように

書くのは必要だと思っておられると思いますが，そういうのがやはり必要かなと思いま

す。そのためには，研修がある程度必要だと思います。小学校へつなぐというところで，

アプローチカリキュラムなり，スタートカリキュラムなりの取組が始まっております。 

三点目です。研修の機会の充実ということで，プランに関わっては教育委員会がメイ

ンにしてやられておりますが，なぜ教育委員会を小さく書いたかというと，教育委員会

が関わっている公立幼稚園というのは，広島県内でいうと実に15％のお子さんが行って

いる所で，85％はそれ以外のところに行っておりまして，そのプランなり，その研修の

在り方も，教育委員会主導でやりますと，ここで納まってしまうのは非常にもったいな

いと思います。 

公立保育所，今，保育所の方で待機児童がおりまして，ここにたくさんお子さんも行

っています。あるいは私立の幼稚園というのもございますし，そこにも子供たちはたく

さん，あるいは認定こども園というのも出ています。こちらの方に，方向性なり指導の

中身なりをうまく伝えるような方策がないと，公立の幼稚園だけ先生方が研修を終えて，

すごくスキルが高まったでは，全県を挙げての幼児教育の充実，保育の充実にはならな

いかなと思います。 

最後でございますが，マネジメント機能を有した幼児教育センターの設置を，是非お

願いしたいと思います。これは先進地域，例えば福井，高知，栃木，札幌，仙台などで，

既に実施されております。文部科学省は３年の計画で，各県・各市，必要な所には設置

を支援するという話を聞いております。中ではいろいろなことをするわけですが，一番

最後に出ていますが，園内リーダーとか市町幼児教育アドバイザー。これは，この度の

プランに書かれてありますが，アドバイザーを養成したり，そのための研修を実施する

ということでございます。 
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これは，実は広島県においては，私立幼稚園では私立幼稚園連盟だけでやったり，保

育所は保育所だけでやったり，あるいは私立保育所は私立保育所でやったり，公立幼稚

園は公立幼稚園だけでやったりして，その研修内容もばらばらなのが実態です。 

先ほど申し上げたみたいに，幼児教育は保育者の力量にかかっております。そうする

と，研修内容を均一にして，ある程度ちゃんとそれを保証してあげないと，保育の中身

の価値が高くならないのではないかと思っております。是非，関係の方々には，そのセ

ンターの設置をお考えいただきたいなと思います。 

一番先進的にやられている福井の幼児教育支援センターというのがございますが，中

身はこういうことをやっております。いろいろな巡回相談を受けたり，他には先ほど申

し上げましたドキュメンテーションを書く場合の，その書き方などの研修もやっていた

りしております。あるいは，小学校１年生の教科書を幼稚園・保育所の先生も学ぶ会と，

これも非常に私は有効ではないかなと思っております。できるだけ，こういう先進事例

を踏まえながら，広島県でも始めていただければなと思います。 

三つの視点について申し上げました。研修についてもマネジメント施設等を，是非お

作りいただければなと思います。以上です。ありがとうございました。 

湯 﨑 知 事： ありがとうございました。七木田先生には，後ほど，また協議の場でも御意見を賜

れればと思いますので，よろしくお願いします。 

続きまして，慶應義塾大学 今井先生に御発表をお願いいたします。 

今 井 教 授： 慶應義塾大学の今井でございます。今日は非常に大事な会でお話しさせていただく

機会を頂きまして，大変ありがたく光栄に存じております。 

今，七木田先生の方から非常に大事なお話がありまして，七木田先生は主に，広島県

の子供たちが就学をする前に，その準備としてどういうことが保育所・幼稚園でできる

のか，あるいは行政としてどういうことに気を付けなくてはいけないかということで，

非常に大事な提言をされたと思いますけれども，私は認知科学という人の心の仕組み，

人の心と脳の仕組みを研究しております。 

そのような観点から，先ほど七木田先生がお話しされていた幼稚園・保育所のときに

あまり問題がないように思えた子供が，小学校に入って１年生，２年生のときに既に学

業不振ということになることが，非常に印象に残っておりますけれども，その根っこと

いうのがどういうところにあって，そういう問題を回避するために何ができるのか。特

に幼児期の学びというのは，保育所・幼稚園は大事ですけれども，家庭との連携も非常

に大事なのです。 

やはり家庭，あるいは，コミュニティ，市民と共に子供を育てていくと。そういうこ

とを提案させていただきたく，そこにおける，いろいろな気を付けなくてはいけないと

ころ，あるいは考えていただきたいことを中心に，お話しさせていただければと思って

おります。 

先ほど七木田先生のお話にもありましたけれども，就学後の学びに対して一番大事な

こと，その前に身に付けなくてはいけないことで，大事なことは何だろうということか

らまず考えたいと思うのです。一般的には字が読めることとか，字が書けること，計算

ができること，いろいろなことを知っていること，ちゃんと座っていられることとか，

そういうことが言われております。そういうことで実際，先取りして，一生懸命子供に

字を教えたり，書けるようにしたり，いろいろな知識，例えば英語を教えたり，そうい

うことをなさっている親御さんもたくさんおられます。 

私の発達心理学，認知科学の観点からいうと，大事なのは，そういう知識，いわゆる

一般的に知識と今まで言われてきたことではなくて，「考える力」だということを申し

上げたいと思います。 

「考える力」といっても非常に抽象的なのですけれども，私は認知科学の観点から，

「考える力」というのを三つに分解して考えています。一つは，情報処理能力。次に，

情報処理能力を足場にした，推論力。更に，その推論力を総合して，様々な推論力を総

合した形で問題解決力。この総体が，「考える力」です。この「考える力」が，これか

らの学力に，どの発達レベルにおいても，最も大事なことです。この基礎を，是非，幼

児期，就学前に身に付けてほしいと思っております。 

まず，なぜ「考える力」が大事なのかということですが，「考える力」，先ほどその三

つの要素をお話ししましたけれども，この三つは全部を一緒にして，少々専門的な言葉

を使うと「実行機能」と言い換えることができます。これは，複雑な課題の遂行の際に

思考や行動を制御し，可能にする認知システムと言ってもいいと思います。例えば，本
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来の目的に立ち返って，自分をモニターしながら解決策を考えたり，あるいは新しい行

動パターンを覚えて，それを状況に合わせて最適化していって問題解決に向かうという

ような，人間の目標志向的な行動を支えるものです。一般的な言葉でいうと，「考える

力」になります。 

この「考える力」というのは，全ての能力の背後にあります。これは，例えば読み・

書き・計算などの，いわゆる学校で習う知識を習得するための知識，その背後にも，も

ちろん必要ですけれども，今話題になっている社会性の能力にも中心的な役割を果たし

ます。社会性も，非常に「考える力」というのをよりどころにしておりまして，もちろ

ん他人をいたわる気持ち，優しい気持ちというのは大事なところではありますが，それ

だけでは他人を思いやる行動はできません。他人を思いやる行動をするためには，他者

が何を考えているかということを推論，考えることが必要なのです。 

そのためには，状況の理解も必要です。あるいは，自分の感情を振り返って，ちょっ

と一歩引いたところで，自分の感情の状態，あるいは自分の知っていること，知識の状

態，そういうものを，ちょっと一歩引いて，どうかということをモニターしながら，自

分を制御する。それも「考える力」に含まれている，というよりむしろ，「考える力」

がないと「思いやりのある行動」はできないということです。だから決して，社会性と

いうのは，「考える力」と切り離されたところで感情の問題としてだけであるのではな

くて，もっとずっと知性，認知の問題と深く関わっているというところを御理解いただ

き，その「考える力」総体を育んでいくということが，喫緊の課題だと提案させていた

だきたいと思っております。 

まず「考える力」の最初の一歩で，一番基礎的なところでは，情報処理能力というの

があります。この情報処理能力というのは，言葉はちょっと専門的に聞こえるかもしれ

ないですけれども，例えば言葉を理解して話すということは，非常に多くの部分，単な

る言葉の意味を知っているみたいなことではなくて，情報処理能力というのが非常に大

事なのです。 

この写真は私の研究室からの実験の写真ですけれども，例えば，この状況で子供に

「アンパンマン見て」と言います。子供は普通，「アンパンマン見て」と言われて，ア

ンパンマンを知っていれば見ることができるのですけれども，ここに含まれる情報処理

というのは，例えばまず「アンパンマン見て」という言葉に対して，その言葉かけを

「アンパンマン」，「見て」のような単語に分けて，それぞれその単語が，自分が知って

いるかどうかということを記憶と照合して，知っている場合には，それと照合して理解

をするわけです。知らない言葉が含まれていたら，それが何を意味するかということを

推論しなくてはいけないわけです。その上で，考えた結果を行動に移して，その対象を

見るということです。これはなんでもないことのように思えますが，非常に複雑な推論，

情報処理と推論の過程というのが，ここに含まれているわけです。 

ここで非常に大事なことは，その情報処理がどれだけ効率よくできるかです。どのく

らい上手にできるかということに，２歳の段階でかなり個人差ができてしまうことをお

伝えしたいと思います。その個人差というのは，その子の持って生まれた遺伝子とかと

いう問題ではなく，その子の育った環境に非常に大きく影響されるということが分かっ

ております。この場合に，語彙数と情報処理能力というのは非常に深い関係，いわゆる

私たちが言う，相関する関係があるということも分かっております。 

実は，アメリカのスタンフォード大学の研究で，非常に重要な研究なのですけれども，

社会経済的な背景によって，貧困家庭のお子さんというのは情報処理の正確さ，速さが，

２歳の時点で６か月ぐらい遅れているということが分かっているのです。 

このグラフは短いほど速い時間でターゲットを見ることができるというもので，棒が

短いほど効率の良い情報処理ができているということなのです。濃い方が18か月児で薄

い方が24か月児なのですが，そうすると24か月の子供というのは18か月よりも棒が短く

なっているので，その分，速く反応ができるようになることが分かります。しかし，低

ＳＥＳ（社会経済的地位）と高ＳＥＳを比べると，随分そこに差があることが分かりま

す。しかも，低ＳＥＳの24か月は，高ＳＥＳの18か月よりも情報処理が遅いことがグラ

フから見て取れます。つまり，２歳になったばかりの時点で，６か月分の差ができてし

まっているということなのです。 

もちろん，この情報処理の差というのは，ただの言葉の理解力にとどまりません。と

いうのは，言葉というのをどのように子供は学習していくかというと，言葉の意味を直

接教えることはできないので，ほとんどは状況から子供が推論していきます。だから，
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推論力が大事なのです。そしてその推論を下支えするのが，情報処理能力なのです。要

するに，推論をするということは，どれだけ自分の知っている言葉を使って状況を判断

し，それで知らない言葉を推論するということなので，知っている言葉が少なければ，

情報処理が上手にできなければ，新しい言葉が入ってこない，学習することができない

わけです。だから，どんどん格差は広がるばかりなのです。 

子供は日々，知らない言葉をたくさん聞きます。そのときに，私たちは知らない言葉

を聞くと，ふーん，何だろうと思うけれども，子供は知らない言葉を聞くということが

当たり前なので，ごくごく自然に推論をするわけです。そのときに自分の知っているこ

と，知っている語彙の知識を使い，更に推論力を使って見極めます。例えばこの絵の状

況で，「フェップは青いの」，「フェップを探して」と言われた時，この中だったならば，

フェップというのは青いから，例えばクレヨンと乳母車を知っていたら，それはフェッ

プではないだろうと思うと。フェップは青いのだから，左上にある物でもなくて，右下

の物だろうというような一連の推論をして，ごく自然に，フェップというのを直接教わ

らなくても，右下の物がフェップであろうと子供は推論し，それをフェップとして記憶

して，保持することができるのです。 

３歳ぐらいで，結構こういうことができるということは分かっているのですけれども，

低所得家庭の子供というのは高所得家庭の子供に比べて，このような推論が苦手だとい

うことも分かっています。だから，情報処理の能力が遅れているということが，そのま

まダイレクトに語彙の差にもつながり，更に推論力にもつながっているのです。もちろ

ん，この力，推論力・語彙力・情報処理能力というのは，問題解決力にもダイレクトに

つながっていきます。 

こういう力を育むものは何なのかといったときに，ここでとても大事なことは，子供

の遺伝子ではなくて親の語りかけなのだということが，発達心理学で分かってきていま

す。 

例えば一つ，こちらで紹介したい研究では，まずお母さんと子供を研究室に呼んで，

自由に遊んでもらいます。その前後に，お母さんにインタビューやアンケートをして，

お母さんが養育に対してどういう考えを持っているか，あるいは，どういう態度で接し

ているかということです。お母さんの養育に対する考え方と，実際に子供に対してどう

いう語りかけをしているか，どう子供と遊んでいるかというデータを取っております。 

そのときにこの研究者たちが注目したのは，子供が自立して問題解決をするための支

援を，どのくらいしていたかということです。例えば子供を放りっぱなしで，自分でや

りなさいと子供に全部丸投げしてしまう，あるいは任せてしまう，そういうタイプのお

母さんもいますし，逆に，全部自分でやってしまうお母さんもいます。そういう中で，

この研究者たちが大事だと設定した観点というのは，例えば，子供が新しい挑戦をでき

るように，先にセットアップしてあげるとか，子供が何をしたらいいか分からなかった

ら，ヒントを与えたり励ましたりする。あるいは子供と同じ目線で，子供が課題に夢中

になれるように，集中できるようにしてあげる。あるいは子供に合わせて，選択するよ

うな機会を増やしてあげる。 

これらの行動を，自立して問題解決するための支援というようにポイントを設定して，

こういうポイントをどのぐらいお母さんが実践していたか，そういうお母さんがどうい

う認識を持っていたかを記録しました。そして，お母さんの態度とか実践が，子供の少

し後の「考える力」に，どのぐらい影響を与えるのかということを調査したわけですが，

非常に大きな影響を与えるということが分かりました。 

それからもう一つ，先ほどの，経済格差によって貧困家庭，低所得の家庭のお子さん

というのは，情報処理能力が余り効率的でなく，成長が遅く，語彙が少なく，推論力も

弱いということでしたけれども，それを親への介入で変えられるのかということを調査

した研究もあります。 

これも，先ほどのスタンフォード大学のチームがやった試みなのですけれども，あの

辺り，カリフォルニア州には，スペイン語を話すメキシコあるいは南米からの移民の方

がたくさんいて，そういう方というのは家庭の収入も余り多くありません。それだけで

はなく，お母さんたちが英語が余り得意でないということで，子供に対して余り豊かな

言葉かけができない。余裕もないし，英語の能力もない。でも英語で話しかけなくては

いけないという，ちょっと間違った思い込みがあるので，そういう得意でない言語で子

供に話すときは，「ノー」という禁止の言葉だけになりがちなのです。そういうことで，

子供が受ける親からの語りかけ，インプットというのが非常に乏しい，貧しいものにな
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ってしまっていることが，以前の研究で報告されていました。 

この研究チームの人たちはそこが一番の問題ではないかということで，こういう親御

さんたちに対して，介入プログラムをやってみました。もちろん，これは研究の一環な

ので，同じような階層の方々を半分に分けて，半分の方々は特にそういうプログラムは

せず，もう半分の人たちに対して，その研究者がどういう語りかけをしたらいいのかと

いうワークショップを行って，支援をしたわけなのです。 

その結果，非常に大きな効果があったことが報告されました。まずお母さんたちの態

度が変わりました。子供に対する養育態度や認識が変わったのです。それが，もうちょ

っとすると子供の方に現れて，同じ階層のいわゆる統制群というのですが，比較群と比

べて，子供の語彙力がアップし，更に情報処理能力も比較群に比べて随分底上げができ

たという，非常に大事な報告が上がっております。 

オバマ前大統領がおっしゃっていたように，高ＳＥＳの子供たちに比べて低所得の家

庭の子供というのは，3000万語も話しかけられる言葉が少ないということが報告されて

います。就学時までに，すでに非常に大きな差ができてしまうわけなのです。それを何

とか早いうちにキャッチアップさせる。そのことが，子供たちがそこから学力を身に付

けて，より良いキャリアに進め，より良い充実した一生を送れると。そういうことに対

して，この幼児期のてこ入れというのがすごく大事だということをオバマ前大統領もお

っしゃっていて，今の政権でもそれが続くことを本当に祈っております。 

それから，こちらの研究者チームあるいは他の研究者チームも，アメリカでは非常に

この大きな社会問題に対してたくさんの研究がされておりまして，まず１歳半，２歳の

時点の違いというのは，放置すれば更に大きな学力の違いを生むことは間違いないとい

うことも分かっています。というのは，２歳時点での言語処理の速さというのは，同時

期の語彙の成長と非常に大きな関連がありますし，２歳時点での言語課題の成績が，６

年後の言語能力と非常に大きな相関があるということも分かっているからです。 

つまり，２歳の時点での言葉の力，それは単に幾つの言葉を知っているかということ

ではなく，どれだけ上手に情報処理ができて推論ができるか，ということですが，これ

が就学をしてからの学力に直結するということなのです。 

でも，ここで御紹介したいくつかの研究から分かった大事なことというのは，それは

家庭の環境が違うからしょうがないよね，ではなくて，介入することで，特に親御さん

に対して，このように語りかけたらいいんだよ，このように子供に接したらいいんだよ

というトレーニングをしてあげることで，大きく改善することができるということなの

です。 

ヨーロッパもそうですけれど，アメリカは特に，経済格差という大きな社会問題が子

供の言語能力や認知能力（考える力）にどのような影響を与えるのかという問題に対し

て，多くの研究者が取り組んでいます。また，その格差を埋めるための社会的な取組も

試みておりまして，さらにその効果を科学的に検証しています。その中で一つ，私が非

常に興味を持ち，こういうことを日本でもやりたいなと思っている事例がありますので，

最後に御紹介させていただきたいと思います。 

キャシー・ハーシュ＝パセックさんという，テンプル大学の心理学の教授がいらっし

ゃいます。この方は，アメリカ最高の知識人が集められたシンクタンクであるブルッキ

ングス研究所のフェローでもある方で，私がずっと長い間研究をしていた仲間です。こ

の方は言語の習得の基礎研究で素晴らしい業績を上げておられて，数々の非常に大事な

賞も受賞されている方なのですが，基礎研究にとどまらず，それをどのように社会に浸

透させていくか，どのようにコミュニティができるかということを，実際に試みられて

います。言わば，社会実験をされているのです。この方がアメリカで始めたことが今，

全世界で非常に注目されています。この「BECOMING BRILLIANT」という本を最近出され

て，今，これから私たちが翻訳することにはなっているのですけれども，昨年12月に日

本に来てくださって，私たちといっしょにワークショップもしてくださいました。 

キャシーさんがおっしゃっていることは，これからの子供に必要なのは６Ｃの能力だ

と言っているのですけれども，その６Ｃというのは，コラボレーション，共同ですね。

それからコミュニケーション。あと，コンテントというのは，いわゆる知識というもの

です。クリティカルシンキングは批判的な思考，あるいは自分を振り返る能力。それか

ら創造的，クリエイティブイノベーション。それから，コンフィデンスというのは，自

分に対する自信，そういうもの。これが今のこれからの子供に，最も大事な基礎能力だ

と言っていて，私が補足して御指摘させていただきたいのは，この６Ｃの能力というの
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を支えるのは，先ほどの思考力，「考える力」というものなのです。 

この中で，コミュニケーション能力，コラボレーション能力が最も大事だということ

は言われているのですけれども，先ほど私が申し上げたように，これは単なる気持ちの

問題ではなくて，思考力の問題であるということを補足させていただきたいと思います。

こういう全部が一致，統合されたような，そういう力を子供はつけていかなくてはいけ

ないし，これが一番有効にできるのは幼児期であるということを強調させていただきた

いのです。 

その中で，キャシーさんのコンセプトとして大事なのは，そういうことは幼稚園・保

育所で学ぶことも大事だけれど，それだけではないということです。この能力は社会全

体で育んでいかなければならないし，その中でもちろん家庭の役割が一番大事です。家

庭が最も大事な学びの機会を与える場所です。でも家庭だけではなくて，もっと社会全

体で，こういうことを子供が学べるような，そういう環境をつくっていきたいというこ

とをおっしゃっています。子供が社会の中で思い切り遊びながら，それが様々な学びに

つながることが大事なのです。そういう学習を，プレイフルラーニングといいます。 

この理念は，こちらの広島県のプランと全く同じです。子供がとにかく精一杯遊ぶ。

でも精一杯遊ぶのは，単なる楽しみのために遊ぶだけではなくて，それによってもちろ

ん体も健やかになる。同時に，「考える力」も身に付けることができる。「考える力」を

身に付けるのは，例えば英語の単語を暗記するとか，九九を暗記するとか，そういうこ

とではなくて，このプレイフルラーニングによって，実際に状況に応じて，今，何を判

断し，何を考え，どのように行動するかという，その力が育まれていくのだということ

です。学びの場というのは「考える力」を育む場と考えるべきです。これはもちろん幼

稚園・保育所もですし，学校もそうです。でも，もっと家庭の役割，コミュニティの役

割を見直そうよという運動です。 

学びを提供する場というのは，教育機関限定ではありません。街でも，公園でも，お

店でも，「考える」スイッチを入れる仕掛けは様々にできます。例えばキャシーさんの

試みですけれど，貧困層の地域のスーパーに行って，サインを置き，そのサインに，ち

ょっとしたゲームを「DID YOU KNOW?」みたいに書いて，「知ってる？」といって，なぞ

なぞというかクイズ，そういう看板を置いておきます。ただこれだけなのです。本当に

ほとんど予算をかけずに，こういうことをしただけで，親から子供への語りかけが33％

も増加したという実績を出しています。ほとんど予算をかけないで，大きな成果が上が

っているので，私たちの発達心理学研究者に対してだけではなく，アメリカ全体の教育

界に非常にインパクトを与えた試みと評価されています。 

それだけではなくて，キャシーさんが仕掛けているのは，アルティメット・ブロッ

ク・パーティという試みです。これは「究極のご近所パーティ」と私は訳しているので

すけれども，この間も私たちのワークショップに来てくださっておっしゃっていたのは，

私たち発達心理学者，認知科学者は，学びについて大事なことについて研究を積み重ね，

いろいろな知見を持っているけれど，それが普通の人に伝わっていません。もちろん講

演会をしたり，勉強会をしたりということは様々になされているわけですが，一番来て

ほしい層の人は，なかなかそういう場に現れてくれないわけです。そういう所に来てく

れるのは，いわゆる意識高い系で，経済層でいうと中流以上の方々は来てくれますけれ

ども，移民の方々，あるいは非常に，社会の底辺にいるような方々というのは，なかな

か来てくれない。 

その現状に対して，誰にでもアクセス可能なように，誰もが日常の生活の中で訪れる，

公園で学びのイベントをしようとキャシーさんは考えました。ニューヨークのセントラ

ルパークでやったらどうかということで，ニューヨークの公園の管理事務所みたいな所

に話をし，ニューヨークの市長に話をし，子供博物館の協力を求めました。最初は誰も，

そんなの無理だよと言っていたのに，キャシーさんが計画をまとめていくうちに5,000

人ぐらいは来るかもねという感じになって，それでニューヨーク市も協力しようという

ことになりました。それで実際にやってみて，ふたを開けてみたら５万人の市民がイベ

ントに訪れ，大評判になったのです。 

そこですぐに何かすごいことができるというわけでもないのです。でも学びや教育に

関して，今まで自分が考えてきたことややってきことと違うやり方があるかも，こうい

うのはもっといいかも，という意識を一人一人が持つことがとても大事なのですね。そ

ういう意識を，意識高い系の人だけではなくて，どの市民の人も，特に経済的に下の人

たちにも持ってほしい。そのために，低所得層の人たちが集まっているし，なんだか面
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白そうと思って公園に行ってみたら，もしかしたら自分もこういうことができるのかと

思うようになるかもしれない。そういうきっかけづくりが目的です。 

この試み（アルティメット・ブロック・パーティ）が最初にセントラルバークで行わ

れたのは2010年で，そのときは５万人の人が参加しました。それから，ニューヨーク市

で始めたことが，トロントとかボルティモアとか，もっとヨーロッパ，あるいは，いろ

いろな所で注目を浴びて，世界の都市にリレーされているということなのです。 

私はキャシーさんと個人的に親しくて，もう20年ぐらいお付き合いをしています。こ

んなおしゃべりをしていて申し訳ないのですけれど，実はキャシーさんの息子さんは，

この間ゴールデングローブ賞を取られた作曲家というか，映画音楽とかブロードウェイ

ミュージカルの歌を書く人で，今，本当に注目されている方です（注：この方は「ラ・

ラ・ランド」というミュージカル映画の主題曲を作り，それが今年のアカデミー賞の作

曲賞を受賞しました）。今29歳ですけれども，その方が高校生で，すごくもやもやして

いて，お母さんとけんかしているようなときからずっとお付き合いしていて，キャシー

さんがどのようにして子供に向き合って，独り立ちさせたのかということも知っていま

す。 

そのようにして，自分の家庭でも彼女のフィロソフィーを実践され，すばらしいお子

さんたちを育てられました。自分の家庭での実践にとどまらず，街の一角を遊びと学び

の発見の場にしてしまうということで，例えばバス停などに，さっきのスーパーのサイ

ンのようなものを置いたり，ちょっとした工夫で親子が遊べたり，あるいはクイズがで

きたり，話しを，とにかくコミュニケーションをする。そういう，コミュニケーション

を誘発するような仕組みをコミュニティがつくっていくようなことも提案されています。

このアイディアは今，アメリカを中心にして，世界の様々な都市で，例えば公園とか，

あるいは都市計画をするような所で取り上げられています。 

私は広島で，是非日本の他県に先駆けて，こういうことをやっていただきたいなと思

っています。広島県への期待ですけれども，大事なことは，保護者や保育者に，子供が

乳幼児期にしなければならないこと，学ばなくてはならないということを，やはりきち

んと理解していただきたい。その上で，県民の方々が学びや教育についての認識を変え

るような働きかけをしていただきたいと思っています。 

申し上げましたように，子供への対話の質というのは，子供の学力に対して最も大事

なことです。でもそれは，大人の子育てに対する認識や態度の関数でもあります。大人

が自分で学びたい，探求したい，そういう思いを持っていないと，それは子供には伝わ

りません。自分が探求しないのに，子供に探求しなさい，勉強しなさいと言っても，子

供は言うことを聞きません。 

なので，だからこそ，これまでのような大人が子供を教えるという一方的な関係では

なくて，大人も子供も共に学べるような仕掛けづくりを広島県で，日本をリードする形

でやっていただきたいと思っています。そこから，広島から日本，世界中の学びに対す

る意識改革とか，価値向上につなげていっていただきたいなと思っております。広島県

全体を学びの場にして，学校の内も外もプレイフルラーニングができる，そういう学び

の場にしていただきたいなと。 

私は，広島県はもうそれを一部始めていると思うのです。生涯学習課が実践されてい

ることは，本当に素晴らしいと思っています。この四コマ漫画をいろいろなショッピン

グモールで配る。キャシーさんの，サインをスーパーマーケットに置くということもす

ごく有効で注目を浴びていますけれども，このアイディアはキャシーさんの上をいって

いると，私は思います。というのは，四コマ漫画は親御さんが持って帰れますよね。持

って帰って，家庭でやってみることができます。そういう意味で，本当にこれは素晴ら

しいアイディアだと思うのです。 

私，その生涯学習課の方たちが本当に努力されて，ほとんど予算を使わずに全部自前

でやられているということを知っているのですけれども，この活動をもっと推進するこ

とを湯﨑知事にお願いします。これはキャシーさんのやっていることの上をいっている

ので，世界に知ってほしい試みです。 

最後，私は是非，アルティメット・ブロック・パーティを日本でやりたいと思ってい

て，最初は広島でやりたいと思っています。「学びの変革」のプラン，この推進プラン

に私は心から賛同していてエールを送っております。この素晴らしい理念を持った広島

県で是非これをやりたい，やっていただきたいと思っております。 

長くなりましたが終わらせていただきます。ありがとうございました。 
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湯 﨑 知 事： どうもありがとうございました。 

今，お二人から，本当に貴重な，有益な発表といいますか，御教授を頂いたと思いま

す。本当にありがとうございました。すごく重要な情報が多くて，情報処理がしきれて

いない感じですけれども。 

それでは，ここからはお二人の先生も含めて，「乳幼児期の教育・保育の充実につい

て」ということで議論をさせていただければと思いますが，まず，どなたからでもいい

ですので，御意見のある方から挙手をしていただければと思います。いかがでしょうか。 

佐 藤 委 員： 社会的な水準というか，収入の格差によって，非常に会話が少ないが故に語彙が少

ないということだろうと思います。収入の少ない家庭において，それを取り戻すために

サポートされて，いろいろ，スタンフォード大学で助けられながらやっておられるそう

ですけども，家庭でそれができるようになるためのやり方というのはどうしたらいいの

かということ。時間がない，恐らく皆さん，子供と会話したくないという人はいないだ

ろうと思いますけれども，それでも差が出てしまう中で，どのように効果的にそれを埋

めたらいいか，お考えがあれば教えていただければと思います。 

今 井 教 授： もちろん，収入が少ない方は非常に切迫した生活を送られていて，時間もないとい

うことですけれど，でも考え方とか，どのように接すればいいかということを知る，接

することによって，子供がどう変わり得るのかということを知ることは，非常に大事な

ことなのではないかなと思うのです。 

まず一つ，これはアメリカだけではなくて日本でも言えることだと思いますけれども，

移民の方たちは，移民した先の言語を子供に対して使わなければならないという思い込

みを持っておられるケースがよくあります。例えば日本にいらっしゃる移民の方で，子

供を日本で育てるために日本語を話さなくてはいけないと，いつも思っていらっしゃる

方が多いのです。自分は得意でない，余りよく話せない日本語でしか話してはいけない

と思うと，やはりそれは，なかなか深い会話ができないですよね。 

でも，実は大事なことは，日本語であろうと中国語であろうとポルトガル語であろう

と，何語でもよいので，とにかく幼少期に言葉というものを，何かよりどころになる母

語を得るということです。でも，それを理解していない方たちがたくさんいるのが現状

です。そういう中で，そういう誤解を解いていくことが，とても大事なことだなと思っ

ています。 

そういう誤解を解くような，それは生涯学習課がされているような，四コマ漫画での

啓発，あるいは幼・小，幼稚園や保育所を通じての啓発，あるいはアルティメット・ブ

ロック・パーティみたいなことと，いろいろなチャンネルを通じて，誤った認識を解き，

こういうようにできるんだよということを，上から目線ではなくて，サジェスチョンと

して，一般の市民や届きにくい層に対してしていくということは，すごく大事なことな

のではないかなと思っております。 

近 藤 委 員： 七木田先生，今井先生，ありがとうございました。今井先生のお話をお伺いしてい

まして，私は正に乳幼児の子供がいるのですけれども，親の意識を変える上での情報提

供だとか，遊びを通じて学ぶ機会をつくるというところで，いかに親と子がいる生活圏

の中にそういった場を設けるかということが大事かというのは，日々生活していて実感

するところです。 

子供がいる生活というのが，もうイヤイヤが真っ盛りの子供を相手に，どうやって通

勤のバスに間に合わせるか，そういった目の前のことにどうやって対処するかというの

に一杯一杯で，どんな子供に育てたいかだとか，なかなかそういう先のことまで見据え

て考えられないところがあるのです。 

そういった状況で講演会に行くとか，自分の方からいろいろ調べて，情報にアクセス

するだとかというのが難しい状況がありますので，四コマ漫画，生活の中，スーパーと

かドラッグストアとか，日常の生活圏の中に，そういう情報提供の場があるということ

は，広く一般の方がアクセスするという意味では，すごく大事なことだなと思います。 

細 川 委 員： 小・中・高とＰＴＡとかをやってきておりまして，幼稚園のときもそうでしたけれ

ども，本当に伝えたい人に伝わらないもどかしさですよね。伝わる人はいつも学校に来

るし，幼稚園に来るし，本当にそれを分かっていただきたい，伝えたい方に伝わるかど

うかというのは，今回も非常に問われるところではないかなと思います。 

今度の「『遊び 学び 育つひろしまっ子！』推進プラン」の８ページの所，普通は，

家庭と保育施設と地域が連携して，と書いてあることが多いのですが，ここにだけは，

企業を含めた社会全体で育てていくということが書いてあって，私たち企業人・経済人
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は，この企業が関わっていくというのを，どのように関わっていくべきなのか，伝わら

ない人に伝えたいというのを含めて，どういう方法があるのかなということを感じたの

ですけれども，先生，いかがなものですか。 

七木田教授： 私が答えるべきかどうか分からないのですが，企業を含めたということで申し上げま

すと，こちらの幼児教育・保育のプラン以前に，例えば広島県では子育ての「ひろしま

ファミリー夢プラン」というのがありまして，企業を含めて，子育てをどうするかとい

う大きいプランになっています。 

御案内のようにワーク・ライフ・バランスということで，利潤を目的に追求して何か

をするというのも企業でしょうが，企業内でも働き方によって，例えば残業をどのぐら

いするかということよりも，家に帰って子供と触れ合って，子供と話をして，そういう

時間を確保する，雇用者の子育て支援をいかに図るかというのも非常に重要なことだと

思っています。ですからそれは企業の方も，そういう幼児期とか，先ほど今井先生のお

話にあったように，家庭内での会話の充実みたいなものも，家に帰ってお子さんと話し

ましょうという方向性を示すことは可能ではないかなと思っております。そういう意味

で，企業もとても重要かなと。 

細 川 委 員： そういう意味では，知事も商工会議所連合会へおいでいただいて，県内の商工会議

所もイクボス宣言をしようということで，連合会でも決定をしているところでございま

すが，そういう働き方改革をするということでの企業の努力というのは，よく理解をい

たします。働いている方というのは帰れば保護者ですから，その先のところ，企業が努

力してもその先に果たして伝わるのかなというところが，私としても非常に今からの課

題ではないかなと思います。 

それから，先ほど今井先生がおっしゃったアルティメット・ブロック・パーティとい

うのは，実は私20年ぐらい前に，この頃は青年会議所という組織にいたのですけれども，

当時，ネイチャーゲームというのがはやりまして，今もはやっているか分からないです

けれども，自然の中に大人も子供も飛び込んでいって，茂みの中に何かいるかもしれな

いよという発見があったりとか，森の中で，これは私の木にしようとかという取組をし

ながら，これは大人と子供の一種の遊びなのですけれども，そこには非常に大人も子供

もわくわくして楽しく遊べて，なおかつ会社とか幼稚園でないような，現実から離れた

自然の中でという，良い取組がありました。そういうものが放課後子供教室とか，児童

クラブでもできるとは思いますけれども，そういうものが今後できていけば，先ほど先

生が言われました，遊びの中にいろいろな次の段階に発達していくような発見とかが出

てくるのではないかということも，感じさせていただきました。以上です。 

中 村 委 員： 七木田先生，今井先生，今日はありがとうございます。お話を拝聴して，また，こ

れまで教育委員会の教育改革推進懇談会でも勉強させていただいた中で，幼児教育・保

育といいましても，大事なのは０歳児，１歳児からだということでございます。 

今日のお話でも親子の語りかけということで，特段難しいことではなくて，語りかけ

を増やすといったことだと思いますけれども，そういった点でも，先ほどもありました

ように，経済的な格差あるいは家庭の事情等があって，なかなかそれができない，ある

いはそこに気付かない家庭がたくさんあるということで，どう気付かせるかということ。

もっと言えば，園・所にも通わない子供もいるわけで，どういう機会で網羅的にそれを

気付かせるかということを，この四コマ漫画も素晴らしい取組だと思いますけれども，

本当に，０歳児からの，そういう親御さんへも気付かせるということの努力は，しっか

りやっていかなくてはいけないのだなということを気付かせていただいたと思います。 

それと，もう一点。幼稚園・保育所・認定こども園の教育と，あと家庭・親子という

のと，もう一つ地域というのがあり，その地域につきまして，先ほどもいろいろお話も

あったわけですけれども，この推進プランにも地域の教育力を高めるという目標が書い

てあります。地域がどう絡むかということで，ボランティアとかコーディネーターとか

というのを，例えば育てていくということも大事なことですけれども，もっと人間的な

つながりを濃くしていくことの工夫ということを，どんなことができるのかなと思いま

す。 

もっと抜本的に，昔で言えば御近所さんも全てが見守って関わってきたというところ

で，今はもう人間関係も希薄になっていますし，もっと言えば，どんな危険があるかも

分からないから，むしろ挨拶もさせないようにといったこともあると思いますけれども，

ハードの部分，もしかしたら幼稚園や保育所あるいは学校等も使いながら，網羅的に吸

い上げていって体験させたり，親への啓発をしたりするようなやり方が，何か工夫して
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できないかなといったことを考えたところでございます。もし何か御示唆があれば，頂

ければ幸いかと思います。 

七木田教授： 地域の濃いつながりということですが，私は子育て支援の研究とかもしていて，子育

て支援中の親子の方々と話をすると，お母さんの言葉ですが，例えば「地域の濃いつな

がりが，うざったい」ということをおっしゃっていて，なかなか今どきのお母さんに，

地域あるいは人間的なつながりを強制するというのは正直難しいです。 

多分，そこの仕組みとか工夫が必要で，過去あった地域のつながりをそのまま持って

くると，なかなかうまくいかなくて空回りするというのが現状かなと思います。回答に

はならないのですが，そういう実態もある中で，我々は，どうやってお母さん方の気持

ちを吸い上げて，その支援をしていくかという，幼児教育，乳児教育も一緒だと思いま

すが，そういう実態があるということをお話しします。 

今 井 教 授： いろいろな社会の在り方が変わる中で，いろいろ課題はある，難しいことも挙げて

いけば切りがないと思いますけれども，まず最初にできることというのは，保護者の方

に，子供とお話しをするということがどれだけ大事で，それによって後の学力，例えば

５～６年後の学力に，どれだけ差ができるのかというところです。脅すのではなくて，

でも実態をお伝えするということは大事なことではないかなと思います。 

今，若いお父さんお母さんを見ていてちょっと気になるのは，皆さん，スマホをずっ

と眺めていて，ずっとそっちばかり見ていて，お子さんを見ていないのです。だから，

どこか遊びの施設とかに連れていっても，それは自分がスマホをする時間を確保するた

めに，その遊びの施設で面倒を見てほしいみたいな，そういうお父さんお母さんが多い

中で，お父さんお母さんに気付きを持っていただくような啓発活動をすることは，すご

く大事かなと。 

それだけではなくて，具体的にどう接すればいいのか，例えば先ほどのキャシーさん

の研究でも，子供が一番遊びから学べる状況というのは，実は子供同士で勝手に遊ぶ状

況ではなくて，大人がサポートする状況なのです。子供を最初から，特に小さい子，２

歳，３歳の子供が遊び場にポンと放り込まれて，砂場に放り込まれて，それで砂場で初

めて会った子と仲良くできるかとか，使ったおもちゃで何か遊べるかというと，そうで

はないと。 

私，今ここに来る前に，ここのすぐ前にボーネルンドさんという，会社がやっている

施設があって，行ってみたのです。すごくいい施設だなと思ったのですけれども，たま

たま目にしたお母さんが３歳ぐらいの子供に，自分がおもちゃを独占して他の子供に分

けないとか，他の子供と仲良く遊ばないとかと言って，すごく𠮟っていたのです。 

でも，それは３歳ぐらいの子供の認知のことを考えると無理なくて，当たり前のこと

なのです。３歳ぐらいの子供は，ある意味でちょっと自閉的なところがあって，そんな

にすぐに３歳ぐらいで，一緒にそこにいる子供の気持ちを考えたりとか，それから先ほ

ど申し上げましたように，人の気持ちが分かるというのは気持ちの問題だけではなくて，

認知の問題が非常に大きくて，できないわけです。 

できない子に対してすごく怒っていて，そこは誤解から来ているのだと思いますけれ

ども，そういう誤解を解いてあげることがとても大事なことで，大人だと，親だと，こ

れができていないんじゃないか，あれができていないんじゃないかと，すごく焦ってし

まうところがあると思いますけれども，発達段階に沿って，こういうことはこの年では

できなくても当然みたいなことも親御さんに伝えて，更に，こう遊んだらいいのでは，

みたいな，それこそワークショップみたいなもので介入してあげる。そういうことはす

ごく大事なのではないかなと。そういうことをすることによって，親も親であることの

楽しさに目覚めるのではないかなと思います。 

志々田委員： 七木田先生，今井先生，ありがとうございました。まず感じたことは，伝えたい人に

伝わらないということが家庭教育支援の一番大きなもどかしさであって，それはなんと

かしなくてはいけないなと改めて思ったところです。 

七木田先生にお伺いしたいのですけれども，伝えたい人に伝わらない，親への介入と

いう言葉で今井先生は表現されていましたけれども，親に，こう伝えたらいいよとか，

こうしてみたらどうですかということを，先生の御発表の中で出ておられた幼児教育セ

ンター，ああいう先進県の幼児教育センターのような所で，そういった保育者に対する

研修というものはあったと思いますが，親御さんたちに対しての，そういった研修とい

うか情報提供であったり，それからアドバイスみたいなことも，この幼児教育センター

でやっておられる事例があれば，是非教えていただきたいなというのが一点。 
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それから今井先生にお聞きしたいのは，親へ介入する方法というのが難しいところで，

七木田先生がおっしゃったように，昔のようなやり方ではなかなか伝わらない。といっ

て，ＩＣＴであったり情報提供だけで，そこら辺に物を置いておくだけ，見てもらうだ

けというのでも伝わらないとすれば，キャシー先生が効果的にやっておられるような親

への介入方法で，日本でもできるなという具体的なものがあれば，教えていただきたい

と思います。 

七木田教授： 先ほどから出ていた，伝えたい人に伝わらないということで，私も非常にもどかしい。

例えば，いいプランを作っても伝わらないのではないかと思っています。その場合に考

えていたのは，本県で虐待予防の案件に関わることがございまして，例えば虐待予防の

ための講習会とか研修会を，地域の虐待予防を期するということでするのですが，虐待

予防で前に立って話すと，対象で来られている方はシルバー世代とか，とても虐待しそ

うにない，にこやかな親子。これでは全然伝わらないですよね。やって，予防になるか

というと，予防にはならない。 

そのときふと思ったのは，いかなる家庭でもこの頃はテレビを見ていて，テレビのた

かだか15秒の虐待予防のスポットで，例えば子供が泣いていて家に入れてもらえないと

いうのを５秒ぐらい流している。あれでもじっくり見て，これは虐待なのだと思って見

ている家庭は多いのではないかなと思います。 

本を読んでいなくても，子供に言葉かけをしていない家庭でも，スマホはやっている

かもしれません。テレビもついていて，今どきは車の中でもテレビがついていて走って

いるみたいなのがあって，そういうメディアをうまく使った情報発信を，この幼児教育

プランも，先ほど今井先生のおっしゃった四コマ漫画についても，どんどん流していく

というのが，非常にいい方法ではないかなと思います。 

親への介入は非常に難しいということで，一番難しいと思うのは，正しい子育てを語

りだすと，それが正しいだけに，むしろ逆に非常に有害だということがとても難しいと

思っていて，それが今，子育て支援に関わる人たちの難しさかなと思います。 

御質問のあった幼児教育センターなどで言えば，例えばペアレントトレーニングとい

う，親を一緒に介したグループワーキングの進め方なども保育者の人にやっていて，そ

ういう中に自然発生的に参加して，そこで上から物を教えるのではなくて，こういうと

きにはこうやった方が楽しいよとか，こういう方法もあるよみたいな，工夫の伝授みた

いなのも，幼児教育なり保育の先生方に研修するというのは，福井ではセンターなどで

やっているということをホームページなどでも公表しております。そういう可能性もあ

るのではないかなと思います。 

今 井 教 授： 非常に難しい問題だとは思いますけれども，私は，四コマ漫画は本当に天才的なア

イデアだと思っているのです。それこそスーパーには本当に誰でも行くと思うので，そ

ういうスーパーの売り場などに置いてくれているということは本当にすごいことで，そ

れをちょっと見るだけでも随分意識が変わるのではないかなと思っています。 

それと同時に，先ほど提案させていただいたアルティメット・ブロック・パーティみ

たいなイベントをして，普通に公園に行ったら何か面白いことをやっていたと。そのと

きに，もしかしたらこういうことがあるのかもとか，そういう所で実際にどう遊んだら

いいかということを，一緒に遊んでもらうということはすごく大事なのではないかなと

思うのです。 

だから，その研修センター，とても大事だと思いますけれども，保育士さんたちへの

情報伝達とか，いろいろなトレーニングも大事だと思いますけれども，私は行政は本当

に素人で，何も分からないで言っているのですが，例えばそういう保育士さんだけでは

なくて，普通のお父さんお母さんがふらっと来られて，そこに子供が安全に遊ぶ所があ

って，それは子供がただ遊んで自分はスマホじゃなくて，その親御さんも一緒に遊びま

せんかみたいに声掛けをするスタッフの人がいて，遊び方を提案するとか，一緒に誰か

が遊んでいると，こういうようにすればいいのかと思って自分もやってみたくなるとい

うか，実はさっきのボーネルンドですごくいいと思ったのは，そういう人がいるのです

ね。プレイリーダーという人たちがいて，実際に遊んでいるわけです。そうすると，そ

れを見て，こうすればいいのかと分かるわけです。そうでないと，自分が何をしたらい

いのかとか，子供は子供だけで遊ぶのがいいんだよねと思ってしまう親御さんも多いの

ではないかなと思って，惜しむらくはボーネルンド，随分高いなと思っていて，あそこ

に行くのは，かなり経済的に余裕があり，意識高い系なのかなと。体も使って頭も使っ

て，とてもいいものがあるなと思ったのですけれど。だから，ああいう遊具があって，
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無料でできるような施設があって，プレイリーダーがいて，そういう所でお試しができ

るみたいな，何かそういうことができたらいいなと思いました。 

実は福島では，放射線で外で遊べないということがあって，自治体，県でそういう施

設を作っているのだそうなのです。そういうことを特に貧困層の，そういう機会を持た

ない子供の地域に何かあるといいなとは思いました。 

中 村 委 員： 今井先生にもう一点質問なのですが，先ほどの資料の中で，情報処理スピード，低

ＳＥＳと高ＳＥＳの結果が出てきているのですけれども，これはＳＥＳと情報処理スピ

ードの関係を示していると思いますけれども，話しかけの量といいましょうか，経済的

背景は関係なく，それまでの親子の会話といいましょうか，親からの語りかけみたいな

ところの差に基づく処理スピードの差，みたいなデータはないのでしょうか。それがあ

れば，更に説得力があると。 

今 井 教 授： あります。実際，非常に注目を集めているので，その周辺というか，それを補強す

るような研究は，世界でずいぶん報告されています。日本でも，今度いらっしゃるお茶

の水女子大学名誉教授の内田伸子先生が，そういうデータも持っておられていて，親御

さんが子供に対して，どちらかというと高圧的に，何々をしなさいみたいな命令ばかり

をするような養育態度の親御さんだと，非常に豊かな経済状況の家庭でも，子供の語彙

は非常に貧困になるというデータもあり，逆に収入がそれほど高くなくても，親御さん

が子供の目線で一緒にお話をするような，語りかけを大事にするような家庭だと語彙力

が伸びるというデータを，報告されています。 

下﨑教育長： 七木田先生，いいお話をありがとうございます。広島県の今の取組に随分評価も頂い

て，更に応援をしていただいたようなところがあろうかと思いますけれども，一つは幼

児教育センターのようなものができればいいのかなと。どういうものを作るかというの

は非常に考えないといけないかもしれませんけれども，重要なことを言っていただいた

ということで，更に情報を集めていければなと思っています。 

もう一点，今井先生のお話の中で，我々が，情報が届いていない家庭なり親御さんに，

いかにいい情報を届けるかというのが，すごく大きいと思います。例えば，そういうこ

とも一つ考えないといけないし，それだけではなくて，実際に情報があって，それを行

動に移す部分というのにも難しさがある。 

というのは，ブックスタートなどで随分本も提供されて，それから読み聞かせ，膝上

抱っこで読み聞かせということも随分言っているのですけれども，ある所で聞きますと，

膝上抱っこで読み聞かせはどうしたらいいのでしょうかというところまで戻るのです。

実際に読み聞かせというのは何をどうすることなのか，体験をしてもらうとか，それを

実際に体験してもらって，こうしたら読み聞かせになるのだと。マニュアル的なものは

ないわけですので，しっかり読み聞かせも対話なので。そういうことが必要ということ

になれば，遊びで，親子が，一緒に遊ぶというのがどういうことなのかを体験できるよ

うな場というのは，非常にあればいいなと。 

そういう意味では，最後に言われましたアルティメット・ブロック・パーティのよう

なものが，何かできないか。今は随分，全国の都道府県の調査研究で，そういう親が行

く所はショッピングセンター，公園だというデータが出ているのですけれども，その辺

をうまく使って，体験をそこでしてもらう。そうすることによって，その二つ，情報の

提供，正しい情報，シンプルで正しい情報。そういう情報の提供をプッシュして，実際

に体験してもらえるような場を，うまくしつらえることができたらなというのを言って

いただいたようなので，少し，その辺は研究していこうと思います。 

湯 﨑 知 事： そろそろ時間になってきたところですけれども，私も一つ二つ，質問させていただ

きたいところがあるのですが，七木田先生がおっしゃっていた課題の中で，内容の整合

性の吟味というのがございましたけれども，これはもう少し具体的に言うと，どういう

内容についての，どのような整合性なのかということを教えていただけると。 

七木田教授： 幼児教育・保育に関しましても，数十年前から５領域という柱があって，その中で現

場の保育士・幼稚園の先生は，いろいろ創意工夫しているわけでございます。ところが，

この度，10の望ましい姿ということが出てきて，なおかつ広島県では５つの「遊び 学

び 育つひろしまっ子！」というのが出てくると。その矢印が，どこにどう関わって，

教育現場でどういう取組をしていいかというのは，現場で，いろいろなものが混乱する

に違いないと思います。 

その矢印とか，ここはここにつながっているというところをお見せしたり提示したり，

具体例で見せていただくと，現場は混乱しなくて，整合性もとれて，なるほど，広島県
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で幼児教育や保育がこういう形で充実していくというのがよく分かって，いいのではな

いかなと。そういう意味での整合性ですね。 

湯 﨑 知 事： 七木田先生には，今後のフレームワーク的なことをおっしゃっていただいたと思い

ますけれども，その中で，私もマネジメントというところについて，あるいはそのセン

ターの機能というところについて，若干誤解をしていたのですが，今日のお話でよく分

かりまして，いろいろなことを，今の今井先生がおっしゃっていたような中身について

も，どのように実行していくかということも含めて，このマネジメントや，センターで

すね。このマネジメントの仕組みというか，組織なりで扱っていくのが，ＰＤＣＡも回

す上でいいのかなと感じたことです。 

これも感想ですけれども，先ほどの中国の例でもありましたけれど，子供のことのフ

ァイリングですよね。これが日本では全く活用されていないというのは結構衝撃的で，

これは是非，活用するように進めていかなければいけないなというのと，更に充実させ

るというか，Ａ３，１枚でなくて。 

実は幼稚園の中で，うちもそうですけれども，作品はちゃんとまとめてくれて，幼稚

園が終わったら親にくれるのですよね。ないしは，その学年を終わったら毎年くれるの

ですけれども，せっかくそういうのがあるのだったら，それをすぐに更に転用して，よ

り充実したファイルになっていくと思うので，そのことも正にＩＣＴも活用しながら進

めていくような方策を，まずこういうことも，今のセンターで企画しながら進めていけ

ればいいのではないかなと思いました。ドキュメンテーションということですね。 

それから今井先生のお話も非常に重要で，具体的に示唆するものがたくさんあったと

思いますけれども，これも今のような仕組みの中で扱っていけるかなということと，ど

う伝えていくかについては，今我々，ネウボラを進めようというのを，来年から着手す

るのですけれども，ネウボラも一つ非常に重要な場所になるかなと。 

そこでいろいろなお母さんをキャッチするということと，特に手厚い支援が必要そう

なお母さんもキャッチをして，従来だと，それをまた虐待防止とかにつなげようという

のもあったのですが，この教育についてもガイドをしていくというか，そんなことも考

えていくべきではないのかなというのと，それから正にネウボラに，そういう子供がち

ょっと遊べるスペースなどを作って，そんな事例も見せたりすれば，そこは一つ学ぶ場

にも，その場自体が学ぶ場にもなるという印象があったので，ネウボラとの接続という

ことをよく考えていくことが必要かなと思いました。 

それと，先ほどの四コマ漫画，私も，あれはどれだけ読まれるのかなという，多少疑

問なところもあったのですけれども，非常に評価を頂いて，しかもこんな先端的な取組

だとは，つゆ気付かず。じゃあ，もっと増やそうじゃないかとか。あれはトレーに乗っ

ていたりしていたと思いますけれども，だったらレシートの裏に。よくありますよね。

いろいろなもの，要するに多方面というか，いろいろな場所で，あるいは今，性被害の

支援センターの周知というのもどこが有効かというので，トイレが有効とか，そんなこ

とが分かってきまして。今の話も，トイレもオーケーではないかなと。個室の座る所の

前にあるので，落ち着いて座って読みますから。それはまた，保育があったり虐待があ

ったり性被害があったり，いろいろあると混乱するかもしれないけれども，適度にばら

けながらやったらいいのではないかなとか，そんなようにも感じました。いろいろな多

チャンネルが大事だと思うので，セミナーもあれば，そういう四コマ漫画もあれば，な

んとかもありみたいな，いろいろと企画をしていく必要があるのではないかと感じまし

た。それは，これからそれを扱っていく事務局の力量かなという感じもいたしましたの

で，それは事務局と教育委員会が協力しながら進めていかないといけないと思いました。 

実は，内容的には，次の学びのセーフティネットのところと，正に接着しているので

はないか。今日は本当にいい機会になったかなと思います。本当にありがとうございま

した。 

時間がなくて，大変申し訳ありませんけれども，次回のテーマについて御提案をさせ

ていただければと思いますので，説明をお願いします。 

（近藤委員，所用により退席） 

経営企画監： それでは，資料番号３によりまして，「次回のテーマについて」御説明させていただ

きます。 

総合教育会議は，知事と教育委員会が「重点的に講ずべき施策」等について協議・調

整を行う場ということで，知事と教育委員会が教育施策の方向性を共有して，一致して

執行するということが期待されていると考えているところです。 
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そのためにも，毎回，知事部局と教育委員会が連携して取り組むことがふさわしいこ

とをテーマとして設定しておりまして，今回もこのような，乳幼児期の教育・保育とい

うことで取り上げさせていただいたところでございます。 

次回につきましては，「テーマ（案）」の理由の所にお示ししておりますとおり，教育

に関する大綱におきまして，家庭の経済状況等に応じた適切な支援に取り組むこととい

うことが盛り込まれていること，また，来年度は健康福祉局におきまして，子供の生活

に関する実態調査を予定されていること，こういったことを踏まえまして，知事部局と

教育委員会が連携して取り組むべきテーマといたしまして，「テーマ（案）」にございま

すとおり，「家庭の経済的事情などを背景とした児童生徒の『学びのセーフティネット』

の構築に向けた検討について」を取り上げていただいてはどうかと考えております。 

よろしくお願いいたします。 

湯 﨑 知 事： 次のテーマとして，今の説明にございましたようなところを考えているわけですが，

それについて御意見あれば，お願いいたしたいと思います。 

中 村 委 員： 先ほどありました教育の大綱の議論のときにも，上をもっと上げるのか，下を上げ

ていくのかという議論もあったと思いますけれども，ＧＬ校をはじめ，上の方の成果も

これから出ていくであろう中で，こういった「学びのセーフティネット」，格差の是正

ということは，大変意義深いテーマだろうと思います。 

県や全国の学力テストの結果の中でも，通過率30％未満の子供の数値が出ております。

これを限りなくゼロにしていくということが，個人的には重要な点ではないかと思って

いますし，そのことも，広島で学んで良かったと思える日本一の教育県の創造にもつな

がるとも思っています。具体的に何をするか，何ができるかというのは大変難しいとは

思いますけれども，是非，大事なテーマだと思います。 

志々田委員： 取り扱う問題としては重要ですし，また来年度にかけた最後のときに，こういった特

別な配慮を必要とする子供たちのことを取り上げるのは，とてもいいことだと思ってい

ます。 

ただ，大事なことを大事だと確認するだけではいけないと思うので，具体的な形で，

どんな事業が来年度展開する，それは，私たちは教育委員会の話は結構聞かせていただ

くことが多いですが，知事部局の子育てや家庭のことを，働くお母さん方や家庭のこと

を取り扱っている部局でも，どんな事業がされるのかということと照らし合わせながら，

教育委員会は一体何ができるのかというのを考えたいなと思っているので，そんな資料

を頂ければとも思っております。 

湯 﨑 知 事： ちなみに，来年度何か展開するというよりは，来年度企画しましょうというか，何

をできるか考えましょうということで，総合教育会議も含めて，要するに専門家会議み

たいなことを立ち上げるようになると思いますけれども，そこで練って，早ければ再来

年度に実行できるようなところに落とし込めればなということです。 

そのほかよろしいですか。 

 

（ な     し ） 

 

湯 﨑 知 事： それでは，また次回，このようなことで議論させていただければ思います。 

今日は本当に，ちょうど次のテーマとつながっているところで，特に今の学びのセー

フティネットというのがありますけれども，最初に修正するのが，一番修正するところ

が少ないという，ゴルフと同じような。グリーンに向かって一度違うと全然違う所に飛

んでいって，でも手前なら簡単に一度だけ変えればいいというところで，幼児期はもの

すごく重要だなという認識をいたしました。本当に今日はありがとうございました。 

それと，備忘のために申し上げますけれども，今の家庭教育というところでの話しか

けとか，そういうことがあって，実は保育所ですね。特に，０歳児から２歳児の保育所

での保育士さんの対応というのは，そういう意味で非常に大きな影響があるということ

かなと思いますので，それは逆に言うと大きなチャンスというか，例えば家庭でとても

お母さんとか忙しくて，それこそ余り語りかけが実際にできていないお母さんなりお父

さんだとしても，保育士さんがそれをカバーしていたら，そこをかなりメークアップで

きる部分もあるのかなと思います。ただ思ったのですけれども，そういうことも考えて

いく必要があるのかなということ。忘れてもいけないので，備忘でコメントしておきま

す。 

ということで，本当に今日は皆様ありがとうございました。 
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それでは最後，事務局の方から。 

経営企画監： 皆さん，どうもありがとうございました。 

本日の会議の予定は以上となります。最後に，次回の総合教育会議についての御連絡

でございます。次回の会議につきましては，先ほど，御協議いただきましたテーマにつ

いて，できるだけ早期に開催できればと考えております。調整の上，開催できる運びと

なりましたら，改めて御連絡させていただきたいと考えておりますので，よろしくお願

いします。 

それでは，以上をもちまして，「平成28年度第３回広島県総合教育会議」を終了させ

ていただきます。どうもありがとうございました。 

 

（17:59） 

 


